
 

次期計画（令和４年度～令和８年度）５年後の目標（案） 

 

  ①長期間手入れがなされていない森林の再生面積          （単位：ha）      

 平成 20～令和 2年度 

（現状値） 

令和 8年度 

（累計目標値） 

8 年度－2年度 

（増減） 

間伐面積 1,301 1,600 299 

    

②森林ボランティア事業へののべ参加人数〔新規項目〕       （単位：人） 

 令和 2年度 

（現状値） 

令和 8年度 

（目標値） 

8 年度－2年度 

（増減） 

人数 2,326 2,800 474 

  ※市関連事業 

    

 ③林道台帳（電子データ）の整備                （単位：路線、％） 

 令和 2年度 

（現状値） 

令和 8年度 

（累計目標値） 

8 年度－2年度 

（増減） 

路線数 45 84 39 

整備率 54 100 46 

   

④林業生産                        （単位：ｍ3、千円） 

 令和 2年度 

（現状値） 

令和 8年度 

（目標値） 

8 年度－2年度 

（増減） 

 木材生産量 7,503   8,400   897     

うち主伐   4,563   5,000   437     

うち利用間伐 2,940   3,400   460     

 木材生産額 107,481   123,000   15,519     
 

 

⑤市公共施設整備における木材使用量              （単位：ｍ3） 

 令和 2年度 

（現状値） 

令和 8年度 

（目標値） 

8 年度－2年度 

（増減） 

 木材使用量     800    2,500   1,700 

 

⑤市公共施設整備の木材使用量における地域産材（県産材含む）の割合〔新規項目〕 

                               （単位：％） 

 令和 2年度 

（現状値） 

令和 8年度 

（目標値） 

8 年度－2年度 

（増減） 

 木材使用量 3.9 5.0 1.1 
      

資料２ 

現計画（平成 28 年度～令和 3 年度）５年後の目標 

 

  ①長期間手入れがなされていない森林の再生            （単位：ha）      

 平成 20～27 年度 

（現状値） 

令和 3年度 

（累計目標値） 

令和 3年度－27 年度 

（増減） 

間伐面積 989 1,529 540 

     

 

 ②油山市民の森利用者数                     （単位：人） 

 平成 27 年度 

（現状値） 

令和 3年度 

（目標値） 

令和 3年度－27 年度 

（増減） 

利用者数 179,746 187,000 7,254 

 

 ③林道及び森林作業道等整備延長                 （単位：ｍ） 

 平成 27 年度 

（現状地） 

令和 3年度 

（累計目標値） 

令和 3年度－27 年度 

（増減） 

林道（A） 104,328 107,594 3,266 

作業道（B） 24,824 37,739 12,915 

計（A+B） 129,152 145,333 16,181 

※路網密度 15.7 17.7 2.0 

  ※路網密度（ｍ/ha）＝林道と森林作業道等の合計（ｍ）/市内の森林計画対象民有林面積（8,212ha） 

  

④林業生産                       （単位：ｍ3，千円） 

 平成 27 年度 

（現状値） 

令和 3年度 

（目標値） 

令和3年度－平成27年度

（増減） 

 木材生産量 4,226  5,179  953  

うち利用間伐  2,192  3,000  808  

 木材生産額 61,442  73,559  12,117  

うち利用間伐 28,200  38,593  10,393  
 

 

⑤市公共施設整備における木材使用量              （単位：ｍ3） 

 平成 23～27 年度 

（現状値） 

平成 29～令和 3年度 

（目標値） 

木材使用料 5,483（1,097m3/年度） 12,500（2,500m3/年度） 
※目標値は、計画期間中に年度あたり平均 2,500m3 使用するとして算出。なお、2,500m3 は、平均的な 

木造住宅 104 戸分に相当。 

※木造住宅 1戸あたりの木材使用量は、在来工法の場合、平均的な住宅（120ｍ2）で約 24m3。 

 


